















































　活動を開始後、4 ヶ月が経過し約 6 品目の商品がある程度完成に近い形となったため、外部の方の意見をい
ただく場を設けた。






　その後、アンケート結果をもとに改善・新規商品を試作し、10 月に行われた白蝶祭にて、来場された 10 代















　また、1 ～ 3 名で 40 ～ 60 食分の商品の材料発注や提供時間までに製造を行う経験を積み、製造業における
経験や知識を向上できる活動になった。








　さらに半期 15 回授業の中で 1 人 2 品以上の新しい商品を開発す
るよう指示をした。
　また、売価を 200 円に設定し、原価率（原材料費）を売価の 30％
以下と定め、利益を得る商品設計を図った。（表－ 3）









　10 月には昨年と同様、白蝶祭にて各商品 60 食分の試食会を実施し、その結果のもと 11 月の喫茶実習にて販
売を実施した。





シップ活動（2 回）にて各商品 50 食


















































　なお、本活動は長崎短期大学　平成 25 年度から平成 27 年度まで、傾斜配分研究費の助成を受けて行ったも
のである。
